
数値予報データによる
大気モデルの評価

異方性マッピング関数はかなり有効らしい…
より良い遅延量除去手法を開発するために、数値予報データを
用いてマッピング関数の評価を行い、その問題点を明らかにす
ることが重要→適用限界の把握

波線追跡法によるslant delayシミュレーション

数値予報データから計算されたslant delayをマッピング関数はど
れだけ再現できるか→マッピング関数の評価

ステップ１：気象庁10km格子・地域モデルによる解析
総観規模の現象を対象

ステップ２：非静力学モデルによる解析
メソスケール、あるいはローカルスケールの現象を対象

ステップ３：測位誤差のシミュレーション
数値予報データから計算されるslant delayを用いて予測される測
位誤差を求める



気象庁10km格子・地域モデルによる
マッピング関数の評価

特にChen&Herring[1997]などに代表

される異方性マッピング関数の適用
限界を把握する。

除去効率
Efficiency=100Efficiency=100Efficiency=100Efficiency=100XXXX((((RMSRMSRMSRMSisoisoisoiso----RMSRMSRMSRMSaisoaisoaisoaiso)/)/)/)/RMSRMSRMSRMSisoisoisoiso

RMSiso:波線追跡法によるslant delayから等方性
マッピング関数によるslant delayを差し引いた残
差のRMS

RMSaiso:波線追跡法によるslant delayから異方性
マッピング関数によるslant delayを差し引いた残
差のRMS



非静力学モデルによる
マッピング関数の評価

より詳細な評価

より細かいスケール
の現象

ローカルスケール

メソスケール

静水圧遅延量(主に乾
燥大気による遅延量)
の勾配



モデルが細かくなると勾配遅延モデルで
除去し切れない誤差が明らかに

10kmモデルモデルモデルモデル

1.5km非静力学モデル非静力学モデル非静力学モデル非静力学モデル

累積確率分布のプロットが
右側へシフト

↓
除去効率の低下

↓
勾配遅延モデルの限界がより詳細にわかる

meso-scale, local scaleの現象に対応できる新たな除去手法必要


